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木 材 類 の撰 者 に 園す る研 究

琴甘 報
＼ / A

テセトンp ホ'Jマリン樹脂の扱者剤-の磨月 (其の8)

野 津 龍 立 郎 ･後 藤 良 造 ･香 西 保 明

(木材化学第3研究萱)
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し.iI

I)
著者等は第 1報第2品に於でアセ け -ホルマ.)ン樹脂の接着剤としての常態並に耐水に於け

;

る各種傑件を試験し,その結果について吟味して来れ 殊に横着カが接着圧に著しく影響し,餐

高の接着力を保持する接着圧が,常態試験では耐水試験の約 2倍であることが認められた･･､即ち

常態就験せは接着崖が 31kg/cm2に於て,耐水試験では 1gkg/cm軍に於て,それぞれ最高甲接

着力を出すことか明かにされた.

本戦に於ては,接着細に教程の添加物を混入して,接着力が如何に変化するかを調べてみた.

試験片ぽ ブ̀ナ'材を用V,,樹脂としては No.Al-F2.5-⊥ アセトン1モルに対しホルア1)ン2.5
. 3)
モ}T･を縮合させたもの丁 を使埠した･これ等の規格は縫て前報のもりと全 く同一物である･I

葡接着,耐水,勢断等の各試験礁件は前報と略ぼ同一であって,これを要約列記すれば次の如
㌔ヽ

くである. '

接 着 俵 件

接 着 圧 18kg/dm2並に 31kg/cm2の二種類 -

加熱温度 860-90OC ,,

加熱時間 1時 間

耐水韓醜保件 .

浸漬温度 250-280C

授漬時間 .48時 間

労 働 侯 件 浸水引揚げ後はこ姓を窒温 (28-30OC)に約 30分間放置風乾して行う.

接着力は数回の試験結果の平均値を記薮守る.

添 加 物 樹喝に対する浪合割合は重量%を,.粒子は80メッシ-通過のものを用うるi

(1) カ-ポ ンプ.ラック (Carbon_black)の添加
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第 1表

木 材 研 究一算,8号 ′(昭27)

.試験の結果は第 1表,第1図の如 くである.

接着圧 31kg/cm望め際に車 力-ポンプラッ ､

クの添加は常軌 耐水共に接着力を減少笑声′

傾向にあるが,接着圧 18kg/cm芝では添加と

共にその接着力を増加し,添御慶5%の附近

1で痕高値を示す.

第 2図 ､
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関･する研琴 (俸3報)

(2) 唾石常並隼酸化マグネシウムの添加′

第 2表

換着圧 18kg/cm2 接着庄 31kg/cmZ

′､瞥聖. 常 態 1 耐 永119 50 常ー態 耐 水 ■■0 153 17

1･116 49 ＼ 141 7

..5 104 .18' 91 0

第 3泰 ､し

武験の結果は第 2表,第 3豪の如 くで,これらを図示すれば第 2図,第 3図の如 くである-焼

石膏,酸化マグネシウムは添加と共に接着力を著しく減少するもので,カ-ボンブラックとはそ

の趣を異にしている.

(3) 大豆カゼイン (Soybeancasein)並に牛乳カゼイン･(Milkcasein)の添加

牛カ添ゼ空イ票乳 ン聖 ･凌 ､ 着 .カ (kg/cm2)

産着庄 18kg/cm2 '凝着琴 131kg/cm-1

/常 態 耐ー水 常 ′琴 耐 水

.0 119 50. 二_し153 ,17予
.1 118､ 50 145 ､ 2ナ

3 126 ノ 53 154 I..38

5 ー36 ･73 155 47 や

･7ー 125 36 135. 28

10 113 22 153. 16

20 117 io. 150 ∴0.
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木 材 研 究 欝8号 (昭27)

(4･)務蕩粉の添加

第 6表

薪 添 .･ 加 .露 盤 /,( 按 ′着 . カ (kg/cm2)

希望oJ 常 態 .耐 水 常 態 耐 水i

0 ll-9 .50 '153 17

1,. -､137 45 153 20'
3. ･.130 54 158 38 ､

5 125 45 145 36

7.; 137 59 121 43

1-0～ liz: 75 14d 64

試験の結果は第6表 ･第6図の如 くである.

葦誼粉添加の場合に特に著しいことは,撞着圧

の如何にか 1わらず,前記諸試験に比較して,

_相当量(10%)の添加を必要とし,耐水接着力が

著しく上昇することで挙る∴如ち18kg/cm芝の

接着圧では接着力 75kg/cm2,31kg/cm<1あ接

着圧では接着力64kg/cm2紅蓮する.

16. 1

試験の結果は第4表,第 5表わ如くで,

これらを図示すれば第4由,第 5図の如 く

である.大豆カゼイン添加の場合は,接着

琵 31kg/cm牝 於七は,添加と共に寧ろ接

着力ゐ城少を来たすがi援着圧 18kg/cm2

に於ては,添加と共に増カル ,添加量 5%～

附汝で接着力は常態で 182kg/cm2,耐水で

63kg/cm2 を出し,添加しなvl場合よりも

著しく増強ずることを示している.

年乳カゼイン添加甲場合,接着圧31kg/cm丑

に於ては,添加と共に著しく接着力の増強

する傾向は認められないL.i/かし,接着圧

18kg/cm2 に於ては添加量5%附近で接着

力の増強が認められ,特に耐水接着力は

73kg/cm2 に達する.

第 6 図
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津野 ･後藤 ･香西･:木材寮の接着に関する研究 (算3報)

(5) ビオセルローズ (Biocellulose)粉の添加
＼

iti･オセル｡-ズ粉とは,人絹パルプをアルカ7)で処理して水洗し,乾燥後粉末とレたものであ -

a.

第 7表

8

貌験の結果は第 7表､｡第7図の如 くであ_
＼ I

る･接着圧18kg/cm2の場合,20%の添加

に於て常態,耐水両試験にや i見え可き接

第 7図

着カの上昇が認められるが,その他には注冒す可き結果は現われて来たV,.

(6)於 脂 の 添 加

試験の結果は第8表 ･第18図の如'くTj

添加と共笹接着力に著しい減少を来たす.
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木 ▲材 研 究 欝8号,(昭27)

(7) 木 粉 の 添 加

木粉並に木野を5%苛性曹速水静液で5時間沸騰させ,後よく沈潜乾燥しねものとの二種類を

使用した･訴験の結果は第9表 ･第 10家並に

第 9表

第.9図

Q+ T 3 _A .+ 亡･ ケ_ -∴ 1- 不 一

務か畳.(%)一十

第10図の如くである.

_第 10表
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野津 ･後藤 ･香開 :木材毅の接着に関する祈繋 (節3報)

木粉添加の場合は,.接着圧31kg/cmHこ於ては,-添加しても常態の接着力には増加がな†;寧

ろ減少の傾向が窺われる･しかし耐水の接着力は,塾分増加するかに見える･これに反して,接

着圧 18kg/cm2に於ては,添加とともをと常態,耐水共に接着力に著しい増加が認められ,特に耐

水に於ては,添加量3%で接着力73kg/cm2紅蓮する.

アルカ.)処理せる木粉を添加する場合は,接着圧 3土kg/cm2では,前記木粉の場合と同様に常

態の接着力には減少の傾向が著しく, 耐水の接着力は添加量5%で上昇が認められるが,54kg/

cm 2 で止まる･接着圧18kg/cm2で鶴 野加とともに常態接着力は著しく増大し, 添加量5%

で凄着カ165kg/cm芝に到達する.しかし耐水の接着力がkvlぜV,56kg/cm2で止ま孝め私 事ぁ

ま り芳レくない.

各種添加剤を混入した結果を比較してみる..と,木粉はあらゆる点に於七利用価値があるので,
:

更に試験嬢件を色々に変えて追究して卑た.最初に加熱温度を1000-110OC,加熱時間を5分間

として,和声や李に行ってみた.その結果は第 11素 ･･第 11図の如くである.1次に加熱温度1100

第 11回

/ 3 添加宕 C/O)ー

第11表

常

～120OC,加熱時間5分間,接着圧 18kg/cm2 とし,木粉甲粒子を更に細かくして 120メッシ-l

通過のものを用V,て見た･その結果は第12表 ･第12図の如 くである.更に飽和苛性曹達水溶液

を,今迄で使用して釆た3P%苛性瞥達水溶液中代 りに硬化剤として使用し,木粉の粒子を80メ

ッYシ-通過のものとしiカ鹿 温度､1100γ120OC, カ臓 時間5分間接着圧を 18kg/cm2 として試 ･

験した.その結果は第 13衰 ･第 13園の如くである.

これらの結果を綜倉してみると,加圧しない場合は,木粉の添加量が増加す畠に従って,接着

力の減少が著しく｢ 常態及び耐水ともに- 現われて来て,耐水試験では10%の添加は接着

力の皆無である̀ことを明かに声している･一叉加圧の場合,木粉粒子を120メッシ-に細かくする一

主,耐水性が嘘くなって来る･しかも木軌3-5%を添加した際に耐水張疫約80桓/cm2 を現わ

す･更に飽和苛性曹達水溶液を硬化剤として使用すれば,常襲耐水共に更に強度を増大し,3-

` ､ 19 /



木 材 研 究 俸 8号 (昭27)

第 12図

3 F ' 7

第12表

第 13図

5%を添加し允際に最高張度を示す･実験結果を通覧して,､木粉添力拍 接着力を増強するが,そ

の添加量には制限- 3-5%- のあることが窺われる.

以上の試験結果を綜嘩してみると,ミ攻のことやミ言えよう･l

～.i) 添加剤としては,カーボンブラック,於指等の除外例はあるが,概して無機物質よりも

有機物質の方が有効である.

へii) 添加剤を加える際には,接着圧は18kg/cm之やミ概して良好である･
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野津 ･後藤 ･香西 :木材寮の産着に関する研究 (欝3報)

/

iii? 常態,這豪雨試験壱通じて,接嘉力を増強する添加-

大豆カゼイン 1(添加量 5% 接着匠 18kg/cm2)

木 粉 (添加量 3% 環着圧 18的/cmB)

錯 蕩 粉 (添加量 10% 接着圧 18kg/cm2)
■i巳l

壱ある.しかもこれらの円で,利用価値の点を考慮すれば,木粉が最良と考えられる.特に硬
i

化剤として,飽和苛性瞥達水溶液を使用ずるのが望ましい.
･二.ヽ , '

終 わに臨み,この研究に多大の御援助を賜った木財研究所長梶田教授並に工学部繊維化学教室藤野数授に

深甚の謝意を表する.

R色sume

TheexperimentalresultsofsomeextendersorfillerlS,likecarbonblack,∫

calcium slllphate, ･magnesium oxide, soybeancasein, milkcasein,,konnyaku

powder,わiocellulo苧e,rosinandwoodflourmaybesummarizedasfollows:

i) Generally, or'ganicextenders, e･g･, soybeancasPin, konnyakupowd9r

andwoodflour,in'thecaseofacetone-formalih resin, increasethe

adhesivestrength. /

ii) Thefollowingconditionsarepreferable, foradhesionofw90ds,using

theseextehders.･

d) Specificpressllre,about18kg/cm2. ＼

b) Pr-essingtimeandtemperature, 60min･､at800-900C･

C)～screenscaleFOfextenders, meshestotheinch80(Tyler).

'd)̀IAmountofextenderadded, about3-5% foracetone-for叩alin

Tesln･ ,/ /

iii) Themostwidelyusedexte.‥れder,inthecaseofacetone'formalinresin,

forall-purposeversatility- low.cost,abundantsupply, highstrength,

etc･一丁iswoodflour･ -Especially,､theapplicatio90fsaturatedsodium
l

hydroxidesolutionasahardeningreagentis-morevaluable.

'some甲amplesoftheexperimelntalresultsaretabulatedbelow.:,ぎ

Cure:60mininpressat18kg/cm2and80-90oC･Extendergrade,siftedtopassa80･meshsieve.

AtNclV･5min･inpressat18kg/cm2,1100-120oc･･andsaturatedsodiumsolution,asa
harder)ingreagent,wasused･ /
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